
2023年度

東京都市大学
「求める人材・大学教育へのニーズ調査」

東京都市大学 キャリア支援センター
教育開発機構教育アセスメント室



調査概要

調 査 目 的

調 査 対 象

調 査 方 法

調 査 項 目

有 効 回 答 数

本学の教育研究活動において、企業から「求める人材像」や「本学卒業生
に対する評価」をヒアリングし、教育改善に反映させる事を目的とする

本学卒業生の入社実績がある企業のうち、近年本学の教職員と名刺交換等
を行った方々 385名

インターネット（ＷＥＢ）調査
（スマートフォン・PC・タブレット端末等で回答可能）

大卒新卒者に求めるITスキル・外国語スキル、学生のうちに経験すべきこと、重
要な能力、本学卒業生に対する感想・評価等、全 15 問

159名（回答率41.2%）



2%

13%

11%

20%

54%

従業員数

100名未満
100名～300名未満
300名～500名未満
500名～1,000名未満
1,000名以上

38%

33%

13%

7%

3%
2%
1%
1%

1%
1%

業種 製造業

建設業

情報通信業

サービス

学術研究・専門・技術

サービス業
不動産業・物品賃貸業

運輸業・郵便業

卸売業・小売業

公務

電気・ガス・熱供給・水

道業

回答企業属性(1)



58%23%

15%

3% 0% 1%

資本金

10億円以上
1億円～5億円未満
1,000万円～1億円未満
5億円～10億円未満
500万～1,000万円未満
300万未満

69%

8%

7%

6%

1% 1% 1%
7%

所在地

東京都
神奈川県
大阪府
静岡県
埼玉県
千葉県
長野県
その他

回答企業属性(2)



回答企業属性の傾向について

【教育アセスメント室による分析コメント】
 従業員数で見た企業規模の割合は昨年度同程度である。
 業種については、製造業の割合が25%から38%と大幅に増加した。

昨年度最も多かった建設業の割合には変化がなく、製造業の割合増
の分、 サービス業と卸売業の割合が減少している。

 回答企業の資本金については10億円以上の企業の割合が昨年度の
53%から58%に漸増した。

 企業の所在地は昨年度と同様、東京都および近県の企業が大勢を占
めている。



3%

1%

4%

4%

18%

24%

30%

44%

53%

58%

60%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

SPSS等の専門性の高いソフトを使用できる

プログラムができる

パソコンやソフトの使い方について人に教えることができる

様々なパソコンソフトを駆使し、情報分析、情報発信することができる

パソコンを使い、データの分析結果をグラフなどで表現できる

パソコンを使い、データの加工・分析ができる

パソコンソフトを使い、絵や図、グラフを組み合わせプレゼンテー…

インターネット検索を活用する際に、情報源を見極めながら収集する…

パソコンを使い、簡単な書類作成ができる

パソコンを使い、情報を収集・整理する習慣を身につけている

貴社が大卒新卒者に最低限求めるITスキルの内容（3つ回答）

(n=159)



• WEB会議

• 職種にもよりますが、CADの基本操作ができるとよい

• 礼儀、コミュニケーション能力

• 基礎的なＣＡＤ操作ができる

• 図面作成

• 情報系の部署を志望される場合はプログラムのスキルも求められます

• 最低限のコンプライアンス意識

• 専門ソフト（例えばCAD）が使えることに越したことはないが、Officeソフト（Word、
Excel、PowerPoint）は操作できるようにしてほしい

貴社が大卒新卒者に最低限求めるITスキルの内容（その他の回答）



貴社が大卒新卒者に最低限求めるITスキルの内容（３つ回答）

【教育アセスメント室による分析コメント】
 パソコンを利用した基本的なスキルはほとんどの企業で新卒者に

求められている。
 プログラミングや高度なソフトウェアの必要性を回答した企業は

10%未満であるが、自由回答ではCADソフトのスキルを必要性を
挙げた企業が複数あった。

 今回の調査で選択可能な項目数を３つに制限したため、各回答の
割合は全項目で昨年度調査より下がっているが、重要視するスキ
ルの順番は昨年度と同じであった。
(上位3項目の昨年度の割合は(90%, 90%, 81%) 



1%

2%

3%

11%

13%

14%

16%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レベル２：広範で複雑な話題を理解して、目的に合った適切な言葉を使
い、論理的な主張や議論を組み立てることができる 

レベル１：ほぼすべての話題を容易に理解し、その内容を論理的に再構
成して、ごく細かいニュアンスまで表現できる 

レベル３：社会生活での幅広い話題について自然に会話ができ、明確か
つ詳細に自分の意見を表現できる 

レベル６：日常生活での基本的な表現を理解し、ごく簡単なやりとりが
できる 

レベル４：社会生活での身近な話題について理解し、自分の意思とその
理由を簡単に説明できる 

レベル５：日常生活での身近なことがらについて、簡単なやりとりがで
きる 

レベル７：ごく簡単な表現を聞きとれて、基本的な語句で自分の名前や
気持ちを伝えられる 

特に外国語（英語）を業務上、使用することはない 

貴社の新卒者に求める外国語（英語）のコミュニケーションレベル

(n=159)



貴社の新卒者に求める外国語（英語）のコミュニケーションレベル

【教育アセスメント室による分析コメント】
 「用いない」との回答が約４割で、必要な場合でもレベル５まで

の簡単なやりとりができれば問題ないとしている回答が合わせて
82%であり、大勢を占めている。

 昨年度よりレベル４の回答が増加している。
(4% → 13%)

 上記の傾向を別な観点で捉えると、2割弱の企業では外国語(英語)
が必要と読み取ることができ、そのような企業では、本学で推進
している国際化の方向性に沿って学んだ外国語(英語)のレベルが
高い学生の能力が発揮できると考えられる。



6%

2%

2%

2%

4%

8%

11%

26%

30%

30%

33%

37%

44%

59%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

特になし 

ボランティア 

地域貢献活動

自主研究 

留学・海外経験

インターンシップ 

教養科目[授業] 

ゼミ 

実験・実習 

卒業研究 

アルバイト 

部活動・サークル 

専門科目[授業] 

貴社が望む「学生のうちに特に力を入れて経験しておくべきこと」
（3つ回答）

(n=124)



• アルバイトや課外活動を通じた社会経験
• 学内（先生、上級生、同級生、下級生など）との幅広く密接なコミュニケーション機会
• 上記以外にはアルバイト等などで社会人との接する機会を増やし頂きたい（将来自分のやりたい事を考

える機会）
• プライベートを充実させるものであれば特に内容は問いませんが、振り返ってみてやり遂げたと思える

ものが一つでもあると良いです。
• 自分に自信の持てる活動
• 人それぞれで良いと思うので３つだけを選ぶのは難しいです。
• 職種にもよりますが、建築やまちづくりについて授業以外でも積極的知識があるとよいと思います
• 何でもよいので、熱中し、自信を持って人に話ができるような何か経験
• 建築等施工管理業務の現場体験
• 在学中に自信が興味をもったこと
• 何をしたかよりもそこから何を得たのかという事を重要視しています。
• 人と関わる楽しさ
• 学生時代にし取り組めないこと

貴社が望む「学生のうちに特に力を入れて経験しておくべきこと」
（その他の回答）



貴社が望む「学生のうちに特に力を入れて経験しておくべきこと」
（３つ回答）

【教育アセスメント室による分析コメント】
 専門科目の授業と回答した割合が、昨年度に続き最も高かった。
 授業以外では昨年度同様「部活動・サークル」、「アルバイト」、

「ゼミ」といった他者との関わりながら行う活動が目立つ。
 自由記述では，興味のあることを主体的に取り組むことを重視する

意見が多い。
 昨年度上位であった、卒業研究、教養科目の授業の割合が相対的に

低くなった。
 昨年度は選択できる項目数に制限はなかったが、今年度は3つに限定

されており、項目ごとの分布に影響が現れている可能性がある。



37%

34%

8%

7%

4%
2%

4%
2% 2%

コミュニケーション
学生時代にしかできない経験
チームワーク
何かに打ち込む経験
論理的思考力
問題解決力
意思決定する力
精神的タフさ
礼節

貴社が望む「学生のうちに学んでほしいこと」の詳細

(n=84)



貴社が望む「学生のうちに学んでほしいこと」の詳細

【教育アセスメント室による分析コメント】
 「コミュニケーション能力」、「学生時代にしかできない経験」

が昨年度と同じくそれぞれ約1/3で最も多い。
 次に割合の高かった「チームワーク」は昨年度の19%から8%に低

下しているが、自由記述の集計方法の違いと考えられる。「コ
ミュニケーション能力」と関係性が高い項目であり、重要視され
ていることがうかがえる。

 「何かに打ち込む経験」については、「学生時代にしかできない
経験」との関係性が高いと考えられ、この項目についても重要視
する傾向が見て取れる。



1%

1%

8%

28%

45%

59%

65%

91%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

異文化に関する知識や海外でのビジネスマナー

外国語（英語など）の能力

パソコン操作などの能力

専門知識・専門科目の学力

基礎学力・一般教養

言われなくても進んで取り組む姿勢

課題を発見し、解決するための計画を立てる力

チームワーク、協調性などのコミュニケーション力

貴社が大卒新卒者に対して、特に重要だと考える項目（3つ回答）

(n=159)



貴社が大卒新卒者に対して、特に重要だと考える項目（3つ回答）

【教育アセスメント室による分析コメント】
 前問と同様、チームワーク、コミュニケーション力の重要性が高い。
 学力よりも仕事を遂行する上で必要な能力を重要視している事が

見て取れる。
 専門科目の学力よりもむしろ一般教養や基礎的な学力を重視する傾

向が見て取れる。
 回答割合の順位は昨年と同じでそれらの回答割合も同様の値を示し

たが、「基礎学力・一般教養」の割合が昨年度より10ポイント程度
低下した。



1%

1%

1%

5%

5%

5%

6%

6%

7%

8%

9%

13%

13%

16%

22%

23%

25%

28%

28%

29%

31%

33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人から相談された際に、本人がやる気が出るよう働きかけをすることができる

立案した計画の実現性を吟味することができる

経験のあることならば不確定な部分があっても具体的で妥当な計画を立てられる

収集すべき情報の特性や情報源の信憑性が理解できる

相手や状況に関係なく、はっきりとした主張ができる

自分ならではの強みや持ち味を活かせる場面をイメージすることができる

課題に応じ、様々な方法で情報を集めることができる

定性的データを客観的に整理し、複数の因果関係の仮説を立てることができる

親しくない人に対しても、自分から気軽に話しかける

いくつかの解決策の中から、制約条件を踏まえて有効な解決策を選択することができる

図表や文章から読み取った内容の関係を論理的に思考し、構造化することができる

人から相談された際は相手の話を一生懸命聴き、信頼を得ることができる

計画を実行しながら、遅れや予想外の事態に応じて行動を修正することができる

うまくいかなかった場合、原因を追求し次に役立てる

ストレスやプレッシャーがかかる場面でも、落ち着いて対処できる

いくつかの問題点の中から、解決すべき課題の優先順位を理解することができる

初めてのことでも、臆せず取り組むことができる

相手の立場や背景も考慮しながら意見調整を進めることができる

何かに取り組む時には、自発的に考え行動に移す

雰囲気づくりなどを通じてチームに貢献することができる

難しい課題に対しても前向きに取り組むことができる

取り組んだことに対しては、自分なりに工夫しながら最後までやり抜くようにしている

貴社が大卒新卒者に対し重要だと考える能力（3つ回答）

(n=159)



貴社が大卒新卒者に対し重要だと考える能力（3つ回答）

【教育アセスメント室による分析コメント】
 新しいことに対して自主的に、積極的に工夫しながら対応できる

能力が重要視されていることが見て取れる。
 うまくいかない場合、制約条件下でも対応できる能力の必要性が

高い。
 今年度から、選択項目数が3つになり、その結果として各項目の回

答割合が昨年度の半分程度となった。



89%

8%

3%

東京都市大学卒業生の有無

いる
いない
わからない

43%

42%

15%

東京都市大学卒業生の人数

5人～30人未満
5人未満
30人以上

貴社に大卒新卒者及び中途採用者含めて、
『技術者』に現在就業中の東京都市大学卒業生について

(n=142)(n=159)



1%

1%

3%

4%

4%

5%

8%

8%

8%

8%

9%

11%

14%

15%

16%

17%

18%

19%

19%

20%

26%

28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人から相談された際に、本人がやる気が出るよう働きかけをすることができる 

立案した計画の実現性を吟味することができる 

定性的データを客観的に整理し、複数の因果関係の仮説を立てることができる 

経験のあることならば不確定な部分があっても具体的で妥当な計画を立てられる 

親しくない人に対しても、自分から気軽に話しかける 

相手や状況に関係なく、はっきりとした主張ができる 

課題に応じ、様々な方法で情報を集めることができる 

収集すべき情報の特性や情報源の信憑性が理解できる 

いくつかの解決策の中から、制約条件を踏まえて有効な解決策を選択することができる

自分ならではの強みや持ち味を活かせる場面をイメージすることができる 

うまくいかなかった場合、原因を追求し次に役立てる 

図表や文章から読み取った内容の関係を論理的に思考し、構造化することができる 

初めてのことでも、臆せず取り組むことができる 

何かに取り組む時には、自発的に考え行動に移す 

相手の立場や背景も考慮しながら意見調整を進めることができる 

人から相談された際は相手の話を一生懸命聴き、信頼を得ることができる 

計画を実行しながら、遅れや予想外の事態に応じて行動を修正することができる 

雰囲気づくりなどを通じてチームに貢献することができる 

ストレスやプレッシャーがかかる場面でも、落ち着いて対処できる 

いくつかの問題点の中から、解決すべき課題の優先順位を理解することができる 

取り組んだことに対しては、自分なりに工夫しながら最後までやり抜くようにしている 

難しい課題に対しても前向きに取り組むことができる 

貴社に在籍する東京都市大学卒業生に対する感想（3つ回答）

(n=133)



貴社に在籍する東京都市大学卒業生について、
上記の能力以外で、評価や感想

38%

20%

18%

15%

9%

真面目・誠実・堅実
前向きな姿勢・自発的
コミュニケーション能力が高い
技術力高い
粘り強さ・完遂力

(n=46)



貴社に在籍する東京都市大学卒業生に対する感想

【教育アセスメント室による分析コメント】
 前の設問である「大卒新卒者に求める能力」と回答率の高い上位の

項目がおおよそ一致しており、都市大卒業生が企業が必要としてい
る能力をおおよそ備えていることがうかがえる。

 「雰囲気作りなどを通じてチームに貢献」の順位が昨年度から低下。
 今年度から3つを選択する形式に変更となり、各項目の回答割合が全

体的に1/2程度となった。
 自由回答では「真面目・実直・素直・勤勉」が1/3を占め、昨年度と

同様最多項目であり、割合は10ポイント以上増加した。また「前向
きな姿勢・自発性」が昨年に比べて倍増した。



1%

1%

1%

3%

4%

5%

7%

11%

16%

18%

22%

23%

25%

26%

27%

42%

65%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業経営に関する知識の修得

国内外へのインターンシップの推進

留学・海外経験

実務で実践できる英語力・英会話力の修得

フィールドワーク授業の推進

異文化の理解含めた国際的コミュニケーション力の修得

アクティブラーニングの推進

技術者・研究者における倫理の理解

プレゼンテーション力の修得

問題発見、課題解決型学習：PBL（Project Based Learning）の推進

実社会での課題を探究する能力の修得

規律・規範等一般的な常識の理解

高度な専門知識・技術の修得

幅広い教養知識の修得

実社会の複合的な問題を解決する能力の修得

基礎学力の修得

技術者として仕事を遂行する基礎力の修得

東京都市大学のカリキュラムと科目に対して、
貴社が期待していること、要望したいこと（3つ回答）

(n=159)



東京都市大学のカリキュラムと科目に対して、
貴社が期待していること、要望したいこと（３つ回答）

【教育アセスメント室による分析コメント】
 「専門基礎力」、「基礎学力」の必要性は昨年度と同様に高い傾向

にある。特に専門基礎力については、今年度から選択項目数が3つに
限定されたにもかかわらず、回答の割合は昨年度と同様であったこ
とから、重要度は高いと考えられる。

 「高度な専門知識・技術」への必要性は相変わらず高いが、同時に
「実社会の複合的な問題」、「幅広い教養知識」、「一般的な常
識」といった、幅広い領域に関わる内容への期待も高い。このよう
な要望を満たすためには、グループワークによるＰＢＬを専門科目
を含む授業の中に組み込むことをさらに推進してゆくことが必要と
考えられる。



東京都市大学の教育に対するご期待・ご要望等

43%

26%

9%

9%

9%

4%

専門特化した人材育成
一般教養・一般常識
グローバル人材育成
大学院教育
学生時代の多様な経験
デジタル人材育成

(n=43)



東京都市大学の教育に対するご期待・ご要望等

【教育アセスメント室による分析コメント】
 昨年度半数以上を占めていた「現状維持」に代わり、「専門に特

化した人材育成」が上位となっている。この項目は自由記述であ
るため、集計方法による違いと考えられる。

 2番目に多かった、「一般教養・一般常識」については、昨年度の
順位も2番目で、昨年度に比べて10ポイント増加しており、重要
視されていることが窺える。
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